
東
成
瀬
村

N
o
.2

2
6

令
和
８
年
７
月
2
1
日
発
行

議
会
ブ
ロ
グ
は
こ
ち
ら

ペ
ー
ジ ペ
ー
ジ ペ
ー
ジ

２４８ ２４８

人
事

案
可

決
特

集
！

議
会

改
革

一
般

質
問

…
…
…
…
…

…
…
…

…
…
…
…
…
…

つ
め
た
く
て
、

き
も
ち
い
い
ね
～

な
る
せ
保
育
園
　
プ
ー
ル
開
き

な
る
せ
保
育
園
　
プ
ー
ル
開
き
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６
月
定
例
会
議
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
23
日

ま
で
の
16
日
間
の
審
議
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
５
件
、
人
事
案
10
件
、
予
算
案
３
件
の
合

計
18
件
を
審
議
。
陳
情
３
件
を
採
択
と
し
て
、
意

見
書
２
件
、
議
員
派
遣
１
件
を
含
む
す
べ
て
の
議

案
を
、全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
３
議
員
が

登
壇
し
村
政
を
質
し
ま
し
た
。

６月定例会議　

専
決
処
分

○
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
国
の
法
律
改
正
に
基
づ
き
、
主
に
、
軽
自
動

車
税
環
境
性
能
割
の
廃
止
に
伴
う
改
正
。

○
国
保
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
国
の
法
律
改
正
に
基
づ
き
、
主
に
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
の
設
定
に
伴
う

改
正
。

副
村
長
、監
査
委
員
を
再
任
！

副
村
長
、監
査
委
員
を
再
任
！

人
事

谷
　
藤
　
　
　
登
（
岩
井
川
）
※
再
任

（
任
期
）
令
和
８
年
８
月
１
日
か
ら

令
和
12
年
７
月
31
日
ま
で

※
新
任

髙
　
橋
　
久
　
子

（
岩
井
川
字
野
尻
）

冨
　
田
　
幸
　
市
（
岩
井
川
）
※
再
任

（
任
期
）
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら

　

令
和
12
年
６
月
30
日
ま
で

副 

村 

長

農
業
委
員

監
査
委
員

谷
　
藤
　
勝
　
也

　
　
　
　
　   

（
岩
井
川
字
合
居
） 

※
再
任

髙
　
谷
　
聡
　
子

　
　
　
　
　   

（
岩
井
川
字
沼
又
） 

※
再
任

佐
々
木
　
喜
久
藏

　
　
　
　
　   

（
岩
井
川
字
野
頭
） 

※
再
任

半
　
田
　
大
　
治

　
　
　
　
　   

（
椿
川
字
下
村
）　 

※
再
任

佐
　
藤
　
龍
太
郎

　
　
　
　
　   

（
田
子
内
字
平
良
） 

※
再
任

菅
　
原
　
　
　
守

　
　
　
　
　   

（
椿
川
字
新
屋
布
） 

※
再
任

高
　
橋
　
広
　
美

　
　
　
　
　   

（
岩
井
川
字
東
村
） 

※
再
任

　
　

 

（
任
期
）	

令
和
8
年
7
月
20
日
か
ら

	

令
和
11
年
7
月
19
日　
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６月定例会議

国
保
税
の
住
民
負
担
は
増
え
る
の
か

質
問 

国
保
税
に
対
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
が
、
新
た
に
課
税
さ
れ
る
一
方
、
軽

減
判
定
所
得
の
改
正
も
あ
る
が
こ
れ
に
よ
り
住

民
負
担
は
増
え
る
の
か
。

答
弁 

１
人
あ
た
り
数
百
円
か
ら
千
円
程
度
増

え
る
見
込
み
。

質
問 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
は
総
額

で
い
く
ら
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答
弁 

当
初
予
算
で
は
１
３
２
万
５
千
円
を
計

上
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
家
電
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

質
問 

昨
年
度
事
業
を
開
始
し
た
際
、
早
々
に

上
限
に
達
し
た
よ
う
だ
が
、
前
回
の
申
請
者
に

対
し
て
は
重
複
支
給
も
あ
る
の
か
。

答
弁 

前
回
対
象
者
と
な
っ
た
方
及
び
同
一
世

帯
者
は
、
今
回
は
対
象
に
な
ら
な
い
の
で
、
重

複
は
で
き
な
い
。

厳
し
く

  
チ
ェ
ッ
ク
!
議
案
審
議

　
６
月
定
例
会
議
最
終
日
23
日
の
主
な
質
疑
の

内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
６
月
30
日
～
７
月
９
日
に

か
け
て
、
議
会
窓
口
と
な
る

５
件
の
県
外
か
ら
の
議
会
関

係
者
の
視
察
訪
問
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、
教
育
行
政
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
、
鳥

獣
対
策
な
ど
、
内
容
も
多
岐

に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
が
、
皆
さ
ん
に

と
っ
て
実
り
あ
る
も
の
に
な

る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

村
へ
の
視
察
、
続
々
と
！

岩手県矢巾町議会岩手県矢巾町議会岩手県住田町議会岩手県住田町議会

岩手県平泉町議会岩手県平泉町議会

福島県猪苗代町議会福島県猪苗代町議会 宮崎県綾町議会宮崎県綾町議会



議会議会改
革
改
革
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適正な議員報酬・

議員定数の協議結果

特集

　東成瀬村議会における議員のなり手不足は複合的な課題に起因しますが、一因である「議員報

酬」と「議員定数」について、議会改革特別委員会において、議員報酬については７回、議員定

数については３回の委員会開催と視察研修会を踏まえ、慎重に協議を重ねてきました。

　調査内容を協議した結果、４月号の議会だよりでお知らせしたとおり、報酬と定数とも「現状

維持」に決定としました。

議員報酬について ～議員報酬は現行水準を維持します～

　議員報酬の在り方を検討するうえで、次の調査を実施し、総合的に判断しました。

◆議員報酬額の算定モデル（原価方式）

　原価方式とは、全国町村議長会が提起してい

る議員報酬を検討するうえでの考え方の１つの

手法です。これを採用して、報酬額の試算を行

いました。

◆原価方式による試算結果

   算出された報酬額　　月額 229,300 円

（現行報酬月額　211,000 円）

議員報酬額の算定式

(1)議会・議員活動日数	 日
		 × (3) 首長の給料        円 ＝（4）議員報酬        円
(2)首長の職務遂行日数	モデル：365日	    

→首長の給料実額を採用 

◆村の議員報酬の推移

改　正　日 議長 副議長 議員 村長

昭和59年12月1日 150,000円 130,000円 120,000円 480,000円

昭和62年10月1日 180,000円 150,000円 140,000円 520,000円

昭和63年 4月 1日 185,000円 153,000円 143,000円 540,000円

平成元年 4月 1日 191,000円 158,000円 148,000円 557,000円

平成 2年12月 1日 200,000円 165,000円 155,000円 588,000円

平成 3年10月 1日 215,000円 180,000円 170,000円 633,000円

平成 4年10月 1日 230,000円 195,000円 185,000円 673,000円

平成 6年10月 1日 245,000円 210,000円 200,000円 707,000円

平成 8年12月 1日 260,000円 225,000円 215,000円 742,000円

平成16年 1月 1日
~現在

255,000円 221,000円 211,000円 730,000円

約22年間、改正なし

◆県内の類似団体との比較
（令和 6 年 7月1日時点）

自治体名 議　長 副議長 議　員 首　長

上 小 阿 仁 村 252,000円 225,000円 214,000円 649,000円

東 成 瀬 村 255,000円 221,000円 211,000円 730,000円

大 潟 村 255,000円 212,000円 199,000円 620,000円

～委員会での意見～

◎現状維持を支持する意見

・村の財政が厳しい中、議員の報酬を上げ

るのは住民の理解が得られない。

・報酬増額だけがなり手不足解消の直接的

な解決策にはならない。

◎増額すべきとする意見

・今後のなり手の問題には議員の仕事は大

事なことだということを訴え、物価に合

わせ報酬額のアップを行うことが、ポジ

ティブなことと思う。

　「原価方式」による報酬額の試算結果では、現行の報酬より高い結果となりましたが、

調査内容を踏まえ各委員に意見を求めた結果、現状維持が多数でした。（現状維持６人、

増額すべき２人・議長、委員長を除く）よって、現状維持とすることに決定しました。

結
論
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　議会の役割をしっかり果たし、住民の皆さまに信頼される議会運営を続けるため、人口動態や

自治体の状況などを踏まえ、報酬・定数の検討とともに他に出来る対策がないかも考えながら議

員のなり手不足の課題解決に取り組んでいく方針です。

議員定数について ～議員定数も現状のまま維持します～

　議員定数の在り方を検討するうえで、次の点に着目し、総合的に判断しました。

◆他の自治体を研修　（令和８年２月２５日実施）

　県内３村の中でも、地域特性などが対照的な

２村への視察を通じて，改めて自治体の特性を

踏まえたうえで、議会構成と機能の維持を検討

することが、重要であることを再認識しました。

～委員会での意見～

◎現状維持を支持する意見

・定員が減ることは、それだけ住民の意見

が反映できなくなる。

・定数を増やしたいところだが、自治体規

模からして難しい。

・集落が点在しており、現在の定数 10 名が

現時点ではバランスが良い。

◎その他の意見

・議会機能を維持するための定数の最低ラ

インも併せて考えていくべき。

・人口減少が更に進んだ段階で検討が必要。

　県内の他自治体へ状況確認のため

視察研修、これまでの調査内容を踏

まえ、各委員に意見を求めた結果、

全会一致で現状維持に決定しました。

結
論

～報酬・定数とも「現状維持」に決定しました～

ー主な視点ー

　　　・議会運営上の視点

　　　・住民規模及び財政的な視点

　　　・村の地理的特性

任　　　期 議員定数

昭和62年 4月30日～平成 3年 4月29日 16人

平成 3年 4月30日～平成 7年 4月29日 14人

平成19年 4月30日～現在 10人

◆村の議員定数の推移

◆県内の類似団体との比較
（令和６年７月１日時点）

自治体名 定　数 人　口
議員1人

当たり人口

上 小 阿 仁 村 8名 1914人 239.3人

東 成 瀬 村 10名 2375人 237.5人

大 潟 村 12名 2969人 247.4人

◆他自治体の研修内容を参考

　他市で開催された大学教授による「議員定数

の在り方検討に係る議員研修会」の研修内容を

参照し、議員定数の基本的な考え方や議論の進

め方等について、議員間で共有しました。

（大潟村）（大潟村）

（上小阿仁村）（上小阿仁村）
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話題！話題！
村の

ちょっと
いい

省
エ
ネ
家
電
製
品
購
入
費
助
成
事
業

事
業
を
活
用
し
エ
ア
コ
ン
を
設
置
！

事
業
を
活
用
し
エ
ア
コ
ン
を
設
置
！

　

令
和
７
年
度
補
正
予
算
で
、
国
か
ら
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
省
エ
ネ
性

能
に
優
れ
た
家
電
購
入
費
に
対
す
る
助
成
事
業
が
決
定
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

申
請
の
事
前
予
約
が
３
週
間
ほ
ど
で
定
数
に
達
す
る
ほ
ど
の
好
評
ぶ
り
！
こ

の
事
業
を
活
用
し
て
、居
間
に
エ
ア
コ
ン
を
取
り
付
け
た
菅
原
徳
雄
さ
ん
（
手
倉
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
ど
こ
で
知
り
ま
し

た
か
？

　
「
た
し
か
村
の
広
報
で
見
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
。

　

店
舗
の
方
に
は
エ
ア
コ
ン
が
あ
っ

た
け
ど
、居
間
に
は
な
か
っ
た
か
ら
。

ず
っ
と
「
欲
し
い
ね
」
と
（
妻
の
秀

子
さ
ん
と
）
話
し
て
い
て
。

　

一
月
の
広
報
を
見
て
す
ぐ
に
役
場

に
電
話
し
た
か
ら
、
た
ぶ
ん
第
一
号

の
申
請
者
か
も
ね
。」

取
り
付
け
は
大
変
で
し
た
か
？

　
「
室
外
機
の
振
動
音
が
気
に
な
ら

な
い
よ
う
に
配
管
を
長
く
し
た
か

ら
、
け
っ
こ
う
作
業
は
大
変
だ
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
お
金
も
思

っ
た
よ
り
か
か
っ
た
ね
。
助
成
の

上
限
が
５
万
円
だ
っ
た
け
ど
、
欲

を
言
え
ば
も
う
ち
ょ
っ
と
出
し
て

も
ら
え
た
ら
…
。
い
や
、
ほ
ん
と

に
助
か
り
ま
し
た
！
」
と
、
笑
顔

で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

試
運
転
し
て
み
ま
し
た
か
？

　
「
寒
い
時
に
暖
房
で
使
っ
て
み
た

け
ど
、
大
丈
夫
だ
っ
た
。

　

近
ご
ろ
夏
は
ま
す
ま
す
暑
く
な
っ

て
る
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
エ
ア
コ
ン
は

欲
し
い
よ
ね
。」

　

こ
の
事
業
へ
の
申
請
は
、
エ
ア
コ

ン
21
件
、
冷
蔵
庫
22
件
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
７
件
の
計
50
件
で
し
た
。

　

そ
し
て
６
月
定
例
会
議
で
省
エ
ネ

家
電
製
品
購
入
費
助
成
事
業
の
第
２

弾
の
実
施
も
決
定
し
て
い
ま
す
。

 

「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
方
針

                

を
定
め
ま
し
た

　

広
報
対
策
特
別
委
員
会
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
読
み
や
す
く
、
議
会
と
村
政
へ
の
理
解
・

関
心
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
議
会
だ
よ

り
」
作
り
を
目
指
し
て
こ
れ
ま
で
努
力
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
現
在
議
会
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
る
「
議
会
改
革
」
の
一
翼
を
担
う
取
り
組
み

で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ま
で
に
広
報
研
修
会
や
他
自
治

体
の
議
会
広
報
か
ら
得
た
、
紙
面
改
善
に
向
け

た
理
念
的
、
技
術
的
な
学
び
の
蓄
積
を
、
次
期

の
広
報
委
員
に
継
承
し
、
ま
た
自
ら
の
指
針
と

し
て
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
「
東
成
瀬
村
議
会
『
議

会
だ
よ
り
』
編
集
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
広
報
委
員
会
の
基
本
姿
勢
や

運
営
体
制
、
編
集
、
執
筆
の
基
準
な
ど
が
明
確

に
な
り
、
編
集
実
務
に
お
い
て
も
、
編
集
会
議

の
持
ち
方
や
修
正
箇
所
の
記
録
リ
ス
ト
を
残
す

こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
、
正
確
性
、
客
観
性
、
会
議
録
と
の
整
合

性
の
大
切
さ
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
編
集
方
針
」
を
活
用
し
、
よ
り
親
し

ま
れ
、
信
頼
性
の
高
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
お

届
け
し
ま
す
！

菅原徳雄さん・秀子菅原徳雄さん・秀子さん（手倉）さん（手倉）
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こ
の
事
業
へ
の
申
請
は
、
エ
ア
コ

ン
21
件
、
冷
蔵
庫
22
件
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
７
件
の
計
50
件
で
し
た
。

　

そ
し
て
６
月
定
例
会
議
で
省
エ
ネ

家
電
製
品
購
入
費
助
成
事
業
の
第
２

弾
の
実
施
も
決
定
し
て
い
ま
す
。

 

　７月 10 日、常任委員会合同で、各地区から提出された新規要望事項について、現地を

視察し、地区の代表者から要望事項の内容や現状について説明を受けました。

　調査には、副村長、担当課長も同行しており、現地調査終了後に講評を行いました。

常任委員会合同 村内視察
～皆さんの要望箇所を見てきました！～

危険樹木伐採

滝ノ沢地区

城下公園付近河川敷の刈払い

合居地区雪崩防止対策

岩井川地区

大沢川転落防止柵の設置

下田地区

柳沢農業用水路補修改修工事

手倉地区

迎田村道拡幅

田子内地区

五里台用水路改修事業

五里台地区
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伊
い

勢
せ

谷
や

　勝
かつ

　美
み

  議員

高齢者福祉医療の進め方は
村長　総合計画の施策を柱に推進

一 般 質 問

質
問 

本
村
の
高
齢
者
福
祉
医
療

を
ど
う
進
め
る
の
か
伺
う
。

①
国
の
高
齢
社
会
対
策
大
綱
を
総

合
計
画
で
ど
う
位
置
づ
け
る
か
。

②
在
宅
医
療
支
援
や
健
康
づ
く
り

の
強
化
策
は
。

③
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

村
長 

大
綱
は
、
地
域
で
支
え
合
い

な
が
ら
安
心
し
て
活
躍
し
け
る
こ

と
が
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
す
も
の
。
村
の
総
合
計
画
で

は
、「
誰
も
が
笑
顔
で
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
村
」
を
掲
げ
、
健
康
寿
命

の
延
伸
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
社

会
参
加
の
推
進
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
医
療
体
制
は
、

地
域
医
療
の
確
保
推
進
に
位
置
づ

け
て
い
る
。

　

在
宅
医
療
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
体
制
整
備
、
健
康
づ
く
り

の
強
化
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、

住
ま
い
、
生
活
支
援
を
一
体
的
に

提
供
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
体
制
整
備
と
充
実
を
図
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
最
後
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
し

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
評
価
は

村
長
　
受
診
率
向
上
に
寄
与

質
問 

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
評

価
と
、
認
知
症
予
防
の
「
あ
っ
た

カ
フ
ェ
」
な
ど
の
今
後
の
方
針
は
。

村
長 　

健
康
意
識
の
向
上
や
検

診
受
診
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
繋

が
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
６
年

度
の
参
加
申
込
者
は
１
２
１
名
、

７
年
度
は
１
３
７
名
で
増
加
傾
向

で
あ
り
、
一
定
の
評
価
を
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

あ
っ
た
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い

重
要
な
事
業
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
認
知
症
予
防

や
早
期
発
見
、
家
族
支
援
を
含
め

た
総
合
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
村
の
実
現
。

人
と
人
と
の
繋
が
り
で
連
携
す
る

共
助
の
仕
組
み
を
守
り
育
て
、
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

地
域
作
り
を
進
め
た
い
。

質
問 

高
齢
者
世
帯
の
除
雪
負
担

軽
減
、
公
約
の
雪
対
策
は
強
化
さ

れ
る
の
か
。
国
の
除
雪
費
支
援
の

要
件
や
制
度
内
容
は
。

村
長 

村
の
雪
対
策
に
つ
い
て
は
、

１
期
目
同
様
に
進
め
る
。
住
民
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
財
政
需

要
額
を
見
積
も
り
、
将
来
的
に
持

続
可
能
か
ど
う
か
検
討
す
る
。
高

齢
世
帯
で
は
、
除
雪
の
み
な
ら
ず
、

買
い
物
、
通
院
等
総
合
的
な
対
策

の
強
化
が
必
要
と
考
え
る
。

　

国
か
ら
の
交
付
金
は
、
普
通
交

付
税
に
お
い
て
、
積
雪
寒
冷
地
地

域
に
特
別
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

ま
た
、
道
路
除
雪
費
に
対
す
る
補

助
も
交
付
さ
れ
る
が
、
算
定
内
容

に
つ
い
て
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

質
問 

財
政
健
全
化
と
福
祉
サ
ー

ビ
ス
維
持
の
両
立
を
ど
う
図
る

か
。
ま
た
、
ダ
ム
完
成
後
の
財
政

見
通
し
は
。

村
長 

住
民
に
直
結
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
維
持
、
確
保
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
単
独
事
業

の
検
証
・
見
直
し
や
経
常
経
費
の

削
減
、
国
や
県
の
有
利
な
財
源
確

保
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
、
福
祉
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
図
っ
て

い
く
。

　

交
付
金
は
、
電
源
立
地
交
付
金

４
，
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
が
、
こ
れ
は
一
過
性
の
も
の
。

水
力
発
電
施
設
周
辺
対
策
交
付
金

と
、
国
有
財
産
市
町
村
交
付
金
も

あ
る
が
、
現
時
点
で
は
試
算
困
難

な
状
況
で
あ
る
。
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村長　付加価値向上と販路拡大の推進

佐
さ

　藤
とう

　　　仁
ひとし

  議員

資材高騰下の販売力強化策は

村 政 を 問 う

質
問 

燃
料
高
騰
や
ナ
フ
サ
不
足

に
よ
り
農
業
生
産
資
材
の
価
格
が

上
昇
し
コ
ス
ト
高
と
な
っ
て
い

る
。
農
業
所
得
向
上
へ
向
け
た
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
、
販
路

拡
大
、
情
報
発
信
な
ど
の
販
売
力

強
化
の
取
り
組
み
は
。

村
長 

本
村
は
中
山
間
地
域
で
耕

作
面
積
が
限
ら
れ
農
作
業
も
非
効

率
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
農
業
に

は
付
加
価
値
向
上
と
販
売
力
強
化

が
重
要
。
自
然
環
境
と
水
資
源
を

生
か
し
た
生
産
履
歴
や
食
味
値
の

Ｐ
Ｒ
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
首

都
圏
市
場
や
ネ
ッ
ト
販
売
、
ふ
る

さ
と
納
税
で
販
路
拡
大
を
進
め
た

い
。
観
光
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

連
携
し
た
情
報
発
信
に
よ
り
付

加
価
値
を
高
め
、
選
ば
れ
る
農
産

物
づ
く
り
と
所
得
向
上
を
図
る
。

質
問 

農
業
の
持
続
性
確
保
に
は
、

営
農
指
導
の
強
化
が
不
可
欠
。
村

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
営
農
指

導
体
制
を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

村
長 

栽
培
技
術
の
高
度
化
に
対

応
す
る
た
め
、
専
門
性
の
高
い
営

農
指
導
員
の
配
置
を
目
指
し
、
県

や
国
な
ど
幅
広
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

人
材
確
保
を
進
め
て
い
る
。
雄
勝

地
域
振
興
局
や
農
協
と
連
携
し
、

新
規
就
農
や
規
模
拡
大
等
を
支
援

し
て
い
る
ほ
か
、
本
年
度
は
園
芸

品
目
の
技
術
情
報
交
換
を
行
う
地

域
園
芸
戦
略
会
議
の
設
立
が
予
定

さ
れ
、
課
題
解
決
の
一
歩
と
し
て

期
待
し
て
い
る
。

協
力
隊
の
活
動
成
果
と
課
題
は

村
長
　
役
割
果
た
す
も
環
境
整
備
必
要

質
問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
が
地
域
へ
も
た
ら
し
た
活
動
成

果
や
制
度
、
運
用
上
の
課
題
は
。

村
長 

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
の
雇
用
隊
員
と
、
運
営
業
務
を

委
託
す
る
民
間
連
携
隊
員
の
二
形

態
で
運
用
し
て
い
る
。
雇
用
隊
員

は
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
や
情
報
発
信

に
従
事
し
、
任
期
後
も
定
住
し
起

業
や
集
落
支
援
員
と
し
て
活
躍
し

て
お
り
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
民
間
連
携
隊
員
は
、
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
導
入
や
特
産
品
開
発

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
新
た

な
産
業
創
出
の
成
果
は
出
て
い
な

い
。
活
動
成
果
の
共
有
や
地
域
と

の
関
係
構
築
、
定
住
支
援
が
課
題

で
あ
り
、
環
境
整
備
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
令
和
７
年
国

勢
調
査
で
は
隊
員
算
入
に
よ
り
普

通
交
付
税
が
今
後
５
年
間
で
約

９
，
９
０
０
万
円
の
加
算
が
見
込

ま
れ
、
地
域
づ
く
り
へ
の
活
用
が

期
待
さ
れ
る
。

質
問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
。

村
長 

地
域
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
意
欲
あ
る
人
材
の
受
け
入
れ

と
受
入
体
制
の
充
実
を
進
め
、
住

民
と
の
交
流
や
信
頼
関
係
の
構

築
、
任
期
後
の
起
業
・
就
業
・
定

住
に
つ
な
が
る
環
境
づ
く
り
に
取

組
む
。
民
間
連
携
隊
員
は
、
な
る

テ
ッ
ク
が
軌
道
に
乗
れ
ば
必
要
以

上
の
募
集
を
行
わ
ず
、
特
別
豪
雪

地
帯
に
適
応
で
き
る
質
の
高
い
人

材
確
保
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
る
る

ん
」
１
階
施
設
の
後
利
用
に
つ
い
て

トマト栽培（簡易雨除け施設：岩井川）トマト栽培（簡易雨除け施設：岩井川）
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村 政 を 問 う　 一 般 質 問

杉
すぎ

　山
やま

　　　彰
あきら

  議員

重い国保税への支援は
村長　独自の軽減策は不適当

質
問 

国
保
の
保
険
税
は
村
民
に

と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
村
独
自
の
軽
減
策
（
一
律
の

額
の
引
き
下
げ
や
均
等
割
を
な
く

す
等
）
は
村
の
財
政
力
で
も
可
能

で
は
な
い
か
。

村
長 

昨
年
の
答
弁
と
変
わ
り
は

な
く
、
国
保
加
入
者
へ
の
軽
減
策

は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。
村
税

を
充
て
れ
ば
行
政
の
公
平
・
公
正

の
維
持
の
観
点
か
ら
も
適
切
で
な

く
な
る
。

質
問 

均
等
割
は
家
族
が
多
く
な

る
と
負
担
が
増
え
、
少
子
化
対
策

に
逆
行
す
る
。
本
村
は
基
金
＋
繰

越
金
を
人
口
で
割
っ
た
額
が
県
内

で
３
番
目
に
多
い
。
未
成
年
者
の

均
等
割
廃
止
は
わ
ず
か
な
額
で
可

能
な
、
や
り
が
い
の
あ
る
制
度
で

は
な
い
か
。

村
長 

一
般
会
計
か
ら
国
保
の
特

別
会
計
に
繰
り
出
す
こ
と
に
関
し

て
も
法
律
が
あ
る
。
村
の
子
供
た

ち
に
は
公
平
に
支
援
す
る
べ
き
。

質
問 

子
供
た
ち
に
郷
土
愛
や
食
・

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
、
村
内
産
食
材
を
使
っ
た

給
食
の
提
供
を
さ
ら
に
充
実
で
き

な
い
か
。

教
育
長 　

現
在
、
小
中
学
校
の

給
食
に
は
、
村
内
の
販
売
所
を
は

じ
め
、
県
の
給
食
会
、
村
外
の
業

者
か
ら
食
材
を
提
供
い
た
だ
い
て

い
る
。
村
内
地
場
産
と
し
て
は
、

岩
井
川
フ
ァ
ー
ム
の
お
米
、
滝
ノ

沢
フ
ァ
ー
ム
の
き
ゅ
う
り
、
ね
ぎ
、

季
節
野
菜
、
な
る
せ
加
工
研
究
会

の
塩
漬
け
わ
ら
び
や
、
い
ぶ
り
が

っ
こ
等
。
し
か
し
、
年
間
を
通
じ

て
安
定
的
に
提
供
い
た
だ
け
る
食

材
は
お
米
だ
け
で
、
通
年
で
提
供

い
た
だ
け
る
野
菜
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
難
し
い
状
況
。
６

年
度
の
地
場
産
の
野
菜
の
使
用
率

は
２
０
・
４
％
。
今
後
、
可
能
で

あ
れ
ば
村
内
の
関
係
販
売
者
と
連

携
強
化
を
は
か
り
、
地
場
産
の
食

材
の
使
用
率
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う

研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問 

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
や
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
系
の
農
薬
成
分
の
問

題
も
耳
に
す
る
。
や
が
て
は
村

で
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
展

望
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

教
育
長 

ま
だ
、
県
内
に
は
提
供

校
は
な
い
が
、
今
後
、
村
の
方
で

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食

品
が
出
て
く
る
よ

う
で
あ
れ
ば
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
女
性
が
活
躍
す
る
村
づ
く
り
に

つ
い
て

医
療
費
の
不
測
の
事
態
に
備
え
て

基
金
は
あ
る
の
で
、
保
険
税
の
軽

減
に
充
て
る
と
い
う
の
は
違
う
と

思
う
。

質
問 

法
的
に
問
題
は
な
く
首
長

の
裁
量
で
で
き
る
。
独
自
の
軽
減

策
を
や
り
に
く
く
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
が「
県
単
位
化
」の
動
き
で
、

保
険
税
が
統
一
さ
れ
れ
ば
村
の
保

険
税
は
跳
ね
上
が
る
。
村
民
と
政

府
の
ど
っ
ち
を
向
く
か
と
い
う
こ

と
。
財
政
指
標
の
改
善
ば
か
り
で

な
く
福
祉
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
。

村
民
の
暮
ら
し
の
た
め
に
お
金
を

投
入
す
る
発
想
が
必
要
で
は
。

村
長 

自
治
体
の
長
は
様
々
な
法

律
の
も
と
で
行
政
を
運
営
し
て
い

る
。
国
保
制
度
が
お
か
し
い
か
ら

何
と
か
し
て
く
れ
と
質
問
さ
れ
て

も
立
場
上
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

私
は
財
政
の
健
全
化
を
進
め
つ

つ
、
可
能
な
限
り
給
付
を
し
て
き

て
い
る
し
、
公
平
に
、
全
住
民
に

と
い
う
考
え
で
進
め
て
い
る
。

地
元
食
材
を
も
っ
と
給
食
に

教
育
長
　
使
用
率
を
上
げ
て
い
き
た
い
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　６月定例会議で３件の陳情が提出され、総務教
育民生常任委員会と産業建設常任委員会に付託。
審査の結果、３件を採択すべきものとし、２件に
ついては要請に基づき意見書を提出することに決
定しました。

採択とした陳情

○ゆたかな学びの実現及び教職員定数改善並び
に義務教育費国庫負担割合引き上げをはかる
ための、2027 年度政府予算に係る意見書採
択の陳情について

　（陳情者）	 秋田県教職員組合　
　		 執行委員長　小林　久美子　          

○地方財政の充実・強化を求める意見書提出に
関する陳情

　（陳情者）	 連合秋田横手湯沢地域協議会　
	 	 議長　岩佐　真          

○ツキノワグマの市街地への出没増加対策の財
源として、森林環境譲与税の積極的活用を検
討することを求める陳情書

	 （陳情者）	自然ネットワークあきた　
	 	 代表　山下　友宏

　

６
月
19
日
、
新
し
く
着
任
さ

れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
東
成
瀬
テ
ッ
ク

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

（
民
間
連
携
隊
員
）
で
活
動
さ

れ
ま
す
。

　

今
回
着
任
の
６
名
を
合
わ
せ

る
と
、
村
の
協
力
隊
員
は
雇
用

隊
員
3
名
、
民
間
連
携
隊
員
39

名
の
、
合
わ
せ
て
42
名
と
な
り

ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

着
任
！

令和８年度一般会計補正予算（第２号）の主なもの
歳　入

○分担金及び負担金

　村単農業用施設整備事業負担金 140 万円

○国庫支出金

　地域公共交通確保維持改善事業費補助金 1466 万円

　社会資本整備総合交付金減 ▲3374万円

○県支出金

　地域公共交通再構築促進事業費補助金 222 万円

　県営発電所周辺地域等振興事業助成金 200 万円

○寄附金

　さわやかなるせ仙人の郷寄附金（企業版） 200 万円

○繰入金

　財政調整基金繰入金増 1億800万円

　減債基金繰入金増 5426 万円

　さわやかなるせ仙人の郷基金繰入金（ダムまつり分） 200 万円

○村債

　過疎対策事業債増 1050 万円

　公共施設等適正管理推進事業債増 1930 万円

　緊急防災・減災事業債増 890 万円

歳　出

○総務費

　財産管理費設計等委託料（ゆるるん音響設備） 132 万円

　交通空白解消事業 1949 万円

　地区集会所建設事業費補助金 590 万円

　定住促進住宅事業追加 430 万円

○農林水産費

　畜産施設給水ポンプユニット更新工事 400 万円

　農業用水路等改修工事 1900 万円

　柿の木・栗の木伐採処分手数料追加 550 万円

　ジビエ解体処理施設本工事費 300 万円

○商工費

　観光施設修繕料追加 1608 万円

　観光施設備品購入費 613 万円

　ダムまつり補助金追加 200 万円

○土木費

　道路新設改良費 1450 万円

　建設機械購入費減（除雪ドーザ） ▲3300万円

　パークゴルフ場人件費追加 231 万円

○消防費

　備品購入費追加 930 万円

　危険空家解体事業費補助金 550 万円

○教育費

　小学校暖房設備更新工事 2202 万円

○公債費

　長期債元金（繰上償還分） 5426 万円

６月定例会議議決事項一覧

専決処分

村税条例の一部を改正する条例
国保税条例の一部を改正する条例
令和７年度一般会計補正予算（第 10号）
令和８年度一般会計補正予算（第１号）

繰越明許費繰越計算書について
副村長の選任について
監査委員の選任について
農業委員の任命について（谷藤勝也）
農業委員の任命について（髙橋久子）
農業委員の任命について（髙谷聡子）
農業委員の任命について（佐々木喜久藏）
農業委員の任命について（半田大治）
農業委員の任命について（佐藤龍太郎）
農業委員の任命について（菅原守）
農業委員の任命について（高橋広美）
令和８年度一般会計補正予算（第２号）
令和８年度介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和８年度一般会計補正予算（第３号）
ゆたかな学びの実現、教職員定数改善及び義務教育費国庫
負担割合引き上げを求める意見書の提出について
地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について
議員の派遣について
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村
消
防
大
会
が
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
も

出
席
し
、
消
防
団
員
の
練
習
の
成
果
を

間
近
で
観
戦
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
降
り
の
中

で
し
た
が
、
隊
員
た
ち
は
、
悪
天
候
を

も
感
じ
さ
せ
な
い
、
俊
敏
か

つ
正
確
な
動
作
を
披

露
。
日
頃
の
練
習

の
成
果
に
対
し

盛
大
な
拍
手
を

送
り
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
、
当
村
を
会
場
に
、
県
南
三
カ
町
村
議
会
（
美
郷
町
・
羽
後
町
・

東
成
瀬
村
）
で
組
織
す
る
連
絡
協
議
会
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
成
瀬
ダ
ム
工
事
事
務
所
長
か
ら
「
成
瀬
ダ
ム
建
設
事
業
と
地
域

振
興
の
取
組
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
完
成
間
近
の
成
瀬
ダ

ム
工
事
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

防
災
情
報

セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
戦
傷
病

没
者
追
悼
式
が

執
り
行
わ
れ
、
当

議
会
議
員
全
員
が
参
列

し
ま
し
た
。

　

議
会
を
代
表
し
て
、
議
長
が
追
悼
の

こ
と
ば
を
述
べ
、
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
戦
災
で
命
を
落
と
し
、

現
在
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
礎
を
築
い

た
先
人
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
馳は

せ
、
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

戦
傷
病
没
者
に
想
い
馳
せ
・
・
・

機
敏
な
動
作
に
感
服
！

東
成
瀬
村
で
の
開
催
！

D i a r yダ イ ア リ ー

会議

戦傷病没者
　  追悼式

県南三カ町村
議員研修会

７月12日５月８日

７月３日

村消防大会
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東
成
瀬

テ
ッ
ク
ソ

リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
株
式

会
社
（
通
称
：

な
る
テ
ッ
ク
）
に

よ
る
、
議
会
向
け
成
果

報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
な
る
テ
ッ
ク
が
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

会
社
の
黒
字
化
に
向
け
て
の
意
気
込
み

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化

に
向
け
、
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。

D i a r yダ イ ア リ ー

会議

なるテック
　 報告会

５月１日

突
撃撃 いんたびゅう

６月議会で一般質問を行った議員に聞いてみました！
Ｑ 今回の一般質問を終えてひとこと！

通告１番　　　　　 　伊勢谷　勝美 議員
　行政当局に質問できることは立場的に大変あり
がたいこと。毎回、原稿作成の難しさを感じながら、
前向きな答弁を引き出せるよう心がけている。

通告2番

通告3番

　　　　　 　佐藤　　仁 議員
　村農業の持続性や協力隊の役割を改めて整理し、
施設の後利用も含め地域の活力をどう高めるかを
考える前向きな議論となった。

　　　　　 　杉山　　彰 議員
　村当局は、政府方針に追随するだけではなく、
村民生活を守るための独自策をもっと打ち出す視
点を持つべき。

　

議
会
で
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
各
種
連
絡
や

会
議
の
通
知
、
資
料
等
の
事
前
配
布

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
会
議
で

の
運
用
開
始
に
向
け
研
修
を
行
っ
て

お
り
、
更
な
る
業
務
効
率
の
向
上
と

コ
ス
ト
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ
！

議
会
活
動
も

６月定例会議より、動画配信スタート！

　以前、議会だよりでもお知らせしていますが、議会改革の一環

として協議検討してきた「議会の録画配信」の運用を開始しました。　

定点からの撮影で、ＹｏｕＴｕｂｅの東成瀬村議会公式チャンネルで

ご覧いただけます。詳しくは、東成瀬村のホームページに掲載し

ている「議会中継運用ガイドライン」をご覧ください。

一般質問一般質問 ご自宅でご覧になれます！ご自宅でご覧になれます！
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予
算
特
別
委
員
会
（
６
月
19
日
）

村民の課題解決につながる予算か

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

定
住
促
進
住
宅
の
状
況
は

質
問
　

空
室
の
期
間
が
長
か
っ
た

と
説
明
を
う
け
た
が
要
因
は
。
ま

た
現
在
の
状
況
は
。

答
弁

　　

沢
方
住
宅
は
前
の
方
が
出

て
以
降
、
募
集
し
て
い
る
が
申
し

込
み
が
な
い
。
上
野
住
宅
は
排
水

不
良
で
設
備
が
使
え
ず
募
集
を
停

止
中
。
仙
人
下
住
宅
は
今
年
度
、

体
験
住
宅
と
し
て
利
用
す
る
た
め

募
集
を
停
止
し
て
い
た
。

さ
わ
や
か
な
る
せ
仙
人
の
郷
寄
附
金

質
問
　

個
人
版
・
企
業
版
と
も
に

大
幅
減
で
、
米
の
集
荷
が
困
難
だ

っ
た
た
め
と
の
こ
と
だ
が
、
今
年

度
は
認
定
農
業
者
等
か
ら
取
り
付

け
ら
れ
そ
う
な
見
込
み
は
あ
る
か
。

答
弁

　　

米
の
取
り
扱
い
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
と
、
い
ぶ
り
が
っ
こ

の
販
売
休
止
が
減
少
の
原
因
。
認

定
農
業
者
個
人
で
は
出
荷
作
業
が

大
変
な
の
で
、
ま
と
め
て
集
荷
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
な
る

テ
ッ
ク
と
の
協
議
や
新
し
い
法
人

交
通
空
白
解
消
事
業

質
問
　

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
実
証

運
行
計
画
が
あ
る
が
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
選
任
は
ど
の
よ
う
な
形
か
伺

う
。

答
弁

　　

実
施
事
業
者
が
決
ま
っ
て

か
ら
内
容
を
詰
め
て
募
集
す
る
形

に
な
る
。

質
問
　

ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
は
安
全

運
転
で
き
る
方
を
考
慮
に
入
れ
て

お
願
い
し
た
い
。

答
弁

　　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
方
に

つ
い
て
は
、
警
察
の
証
明
を
い
た

だ
い
て
、
講
習
を
受
け
た
上
で
、

安
全
第
一
を
徹
底
し
た
い
。

質
問
　

実
証
期
間
が
10
月
か
ら
２

月
ま
で
と
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁

　　

国
の
採
択
決
定
が
４
月
で
、

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
。
こ
れ

か
ら
事
業
者
を
決
定
し
内
容
を
詰

め
る
。
運
輸
局
の
許
可
が
必
要
な

の
で
、
開
始
で
き
る
の
が
10
月
と

な
り
、
事
業
年
度
が
当
該
年
度
な

の
で
２
月
ま
で
行
い
た
い
。

の
返
礼
品
も
考
え
て
い
る
。

生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
金

質
問
　

非
常
に
大
き
な
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
、
広
報
活
動
、
Ｐ
Ｒ

は
十
分
さ
れ
た
か
。
過
大
見
積
り

で
は
な
か
っ
た
か
。

答
弁

　　

１
８
０
人
の
予
定
で
実
績

が
39
人
と
か
な
り
少
な
い
が
、
広

報
活
動
は
行
っ
て
い
る
。
見
積
り

は
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
を
行
っ
て

い
た
人
数
で
算
定
。
こ
の
方
々
に

対
し
て
は
８
万
円
の
ほ
ぼ
１
０
０

％
助
成
な
の
で
も
う
少
し
普
及
す

る
と
思
っ
た
が
残
念
な
数
字
と
な

っ
た
。

成
瀬
ダ
ム
ま
つ
り
補
助
事
業

質
問 

補
助
金
増
額
の
理
由
は
。

答
弁

　　

実
行
委
員
会
か
ら
内
容
を

充
実
さ
せ
た
い
と
の
相
談
が
あ
り
、

一
般
財
源
で
負
担
す
る
の
は
厳
し

い
た
め
、
寄
附
を
お
願
い
す
る
中

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
の
相
談

が
あ
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
寄
附
す

る
企
業
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
特
定
目

的
の
た
め
に
納
税
す
る
仕
組
み
を

使
い
、
手
続
き
を
進
め
た
い
。

ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設

質
問 

解
体
処
理
施
設
の
場
所
は
。

加
工
ま
で
で
き
る
も
の
な
の
か
。

答
弁

　　

猟
友
会
等
と
相
談
し
、
ス

キ
ー
場
の
プ
チ
ミ
ニ
オ
ン
の
ス
ペ

ー
ス
を
活
用
し
、
解
体
ま
で
で
き

る
施
設
と
考
え
て
い
る
。

質
問 

完
成
予
定
は
い
つ
か
。

答
弁

　　

ク
マ
の
出
没
が
多
く
な
っ

て
、
有
害
で
駆
除
し
た
個
体
が
出

て
く
る
時
期
ま
で
に
完
成
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

生ごみ処理機の購入者生ごみ処理機の購入者
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本

会

議
（
３
月
19
日
）

ざ
ん
じ

き
ゆ
う
け
い

厳しくチェック!
予
算
特
別
委
員
会
（
６
月
19
日
）

令和８年度一般会計補正予算（第３号）の主なもの
歳　入

○国庫支出金

　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 311 万円

歳　出

○衛生費

　省エネ家電製品購入費助成事業 250 万円

　予備費 61 万円

電
気
柵
購
入
補
助
金

質
問 

農
業
以
外
の
事
業
主
も
対

象
に
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
方
を
想
定

し
た
も
の
か
。
交
付
要
綱
に
は
対

象
者
は
農
業
者
と
な
っ
て
い
る
が
。

答
弁

　　

こ
れ
ま
で
農
業
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
方
も
活
用

で
き
る
よ
う
改
正
し
た
い
。
観
光

事
業
者
を
今
の
と
こ
ろ
想
定
し
て

い
る
。
今
回
の
補
正
予
算
が
可
決

し
た
段
階
で
要
綱
を
改
正
す
る
予

定
。

備
品
購
入
費

質
問 

サ
ッ
プ
３
台
と
あ
る
が
。

答
弁

　　

須
川
湖
キ
ャ
ン
プ
場
の
利

用
者
か
ら
サ
ッ
プ
が
で
き
な
い
か

と
の
話
が
あ
り
、
成
瀬
ダ
ム
湖
面

利
用
も
考
え
、
今
回
は
須
川
湖
で

の
サ
ッ
プ
体
験
で
需
要
調
査
を
実

施
予
定
。
協
力
隊
員
に
サ
ッ
プ
経

験
者
が
お
り
、
資
格
取
得
し
た
う

え
で
指
導
を
行
う
。

岩
井
川
地
区
定
住
促
進
住
宅

質
問 

工
事
予
定
時
期
は
。
予
定

地
の
雑
草
な
ど
の
整
備
の
検
討
を
。

答
弁

　　

６
月
上
旬
に
盛
り
土
規
制

法
の
変
更
許
可
が
下
り
、
来
週
中

に
入
札
を
予
定
し
て
い
る
。
７
月

以
降
、
工
事
に
入
り
、
工
事
の
範は

ん

疇ち
ゅ
うに

な
ら
な
い
部
分
は
、
こ
ち
ら

で
草
刈
り
等
対
応
し
た
い
。

！傍聴
welcome
次回定例会議は、
9月上旬開会の予定！

お見のがしなく！会議はどなたでも
傍聴できます！
詳しくは、議会事務局まで
お問い合わせください。

▼
ク
マ
騒
動
は
ま
だ
終
わ
り
が
見
え
て

い
な
い
。
最
終
的
に
は
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
。
里
に

降
り
て
く
る
ク
マ
が
少
な
く
な
っ
て
欲

し
い
。

▼
26
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
の
日
本
チ
ー
ム
は

ブ
ラ
ジ
ル
戦
を
最
後
に
今
回
の
戦
い
は

終
了
し
た
。
選
手
の
プ
レ
ー
に
一
喜
一

憂
し
て
応
援
、
感
動
を
あ
り
が
と
う
。

ま
た
、
4
年
後
に
会
お
う
。

▼
7
月
か
ら
２
５
０
０
余
り
の
品
目
が

値
上
げ
さ
れ
る
と
の
報
道
を
聞
い
た
。

値
上
げ
の
7
月
だ
、
自
衛
手
段
は
少
し

の
買
い
だ
め
く
ら
い
。
日
本
全
体
が
値

上
げ
さ
れ
て
い
る
。ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

▼
地
震
や
大
雨
な
ど
自
然
災
害
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
災
害
に
備
え
、
今
一
度

家
庭
で
の
備
蓄
を
確
認
し
よ
う
。

　
普
段
の
備
え
が
、
災
害
時
に
役
立
つ

こ
と
を
。        

（
委
員
　
髙
橋  

清
一
）

岩井川地区の予定地（６月 29 日撮影）岩井川地区の予定地（６月 29 日撮影）
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夢に向かって羽ばたけ!

高校生にインタビュー！

沼倉 辰樹 さん（平良）
横手清陵高校３年生

好きなこと・趣味：
　　  バスケットボール

ぬまくら　　たつき

あなたにとって、東成瀬村といえば？
　家族も友人も地域の人々も、いつでも暖かく見守ってくれて、楽しくしてくれて、自
分が自然体でいられる場所が東成瀬です。
　18年間の思い出がつまっています。
｠
将来、どんな仕事を目指していますか？どんな大人になりたいですか？
　将来は、率先して動ける大人になりたいです。小、中、高を通して自分から何か行動
を起こせることが増えた気がします。
　これから、もっと、たとえ環境が変わっても行動を起こし続けられる人でいたいです。
｠
１０年後の東成瀬村を想像し、どんな村になっていたら嬉しいですか？
　活気ある、豊かな東成瀬村になってほしいです。自分が、小学生、保育園のときに比べ、
子どもの数が減って、行事やお祭りも、できる範囲が小さくなってきてしまっていると
感じます。さらに魅力ある村へと発展して、人が増えたらいいなと思います。
｠
友だち・家族へメッセージを！
家族・・・毎日忙しいですが、たくさん支えられています。いつもありがとうございます。
友達・・・会うたび、仲良く話せて、応援してくれて本当に嬉しいです。ありがとう。
 早くみんなで集まりたいです。

　22
夢に向かって羽ばたけ!

古文書
同好会の皆さん

こもんじょ

　ふる里館で古文書の解読をして
いる村古文書同好会の皆さん。主に
手倉菅原家の古文書を解読し、村の
遺産として残していくよう日々頑
張っています。根気のいる仕事で、
文字ですから、その人毎にくせがあ
り中々思うように進みません。

 


